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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
使用済燃料の発電所敷地内貯蔵に対し,将来はキャスクと呼ばれる金属製の堅固な容器を使用すること
が検討されている｡ 本論文では,発電所施設内での取扱中におけるキャスクの落下事故,地震時における
キャスクの転倒安定性,外部飛来物に対する施設構造物の耐衝撃性を取り扱い,衝撃及び地震荷重を受け
る鉄筋コンクリート構造物と金属製容器の動的挙動を論じており,得られた主な成果は以下のとおりであ
る｡
1.実物大のキャスクと貯蔵建屋の床を用いた落下試験を実施し,貯蔵施設内の取扱中に想定される落
下事故に対するキャスクの構造 ･密封健全性を確認するとともに,キャスクの衝撃応答を数値解析的に評
価できることを示した｡
2.球状黒鉛鋳鉄製キャスクの落下衝撃荷重に対する低温脆性破壊評価手法について,線形破壊力学の
理論に基づく評価式を提案し,人工欠陥を挿入した鋳鉄製厚肉円筒容器の低温時の落下試験に基づき,秤
価式の妥当性を確認した｡
3.キャスクの縮尺相似模型を用いた転倒試験を実施し,実験的に応答特性を評価するとともに,個別
要素法を用いて数値解析を行い,キャスクの転倒安定性に対する応答解析手法の有用性を検証した｡
4.鉄筋コンクリート床版と飛来物を用いた高速衝撃実験を実施し,剛飛来物に対する局部破壊設計評
価式の検証を行うとともに,飛来物の変形が局部破壊に及ぼす影響や,鉄筋コンクリート構造物の耐衝撃
性を向上させる工法について検討を行った｡
以上を要するに,本論文は,キャスク貯蔵施設における異常時の構造的健全性の評価にとって重要課題
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であると考えられる諸問題を,実験および理論解析により論じたものであり,学術上,実際上寄与すると
ころが少なくない｡よって,京都大学博士 (工学)の学位論文として価値あるものと認める｡ また,平成
9年 1月21日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格と認めた｡
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